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未治療糖尿病の74歳男性.悪寒,右側腹部痛で前医受
診し腎盂腎炎として入院加療.第4病日のCTで右腎に
気腫性変化があり,気腫性腎盂腎炎の疑いで当院転院と
なった.バイタルサインは比較的安定していたが,DIC
スコア8点,Cr 4.38mg/dlと上昇を認めた.再検したCT
で右腎から右横隔膜下,下大静脈周囲,右陰囊内に気腫
が拡大しており,外科的加療の適応と判断.同日群大に
転院.その夜,傍腹直筋切開の後腹膜操作で右腎,右精巣
摘出術を施行.腎摘出時腐敗臭があった.その後CHDF,
抗菌薬投与,抗DIC療法,血糖コントロールを行い,第
32病日退院となった.本症例に若干の文献的考察を加
え,これを報告する.
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